
 

 

 

日程 
●１９日 長野県豊丘村、南木曽町 調査
と懇談 
●２０日 岐阜県恵那市、中津川市、瑞浪
市 調査と懇談 
●２１日 名古屋市内 リニア工事５年、
事業再評価求める調査と交流懇談会 

岐
阜
県 

地
域
分
断
、
騒
音
・
振
動
、
ト

ン
ネ
ル
陥
没
、
水
質
、
土
壌
汚
染
、
残
土

処
理
な
ど
問
題
山
積
み 

 

 

２
０
日
は
、
岐
阜
県
の
恵
那
市
、
中
津

川
市
、
瑞
浪
市
の
現
地
を
調
査
、
住
民
と

懇
談
し
ま
し
た
。 

 

恵
那
市
大
井
町
野
畑
で
は
、
リ
ニ
ア
が

盛
り
土
し
て
半
地
下
構
造
で
通
過
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
地
域
が
分
断
さ
れ
る
影
響
を

住
民
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
リ
ニ
ア
問
題
を

考
え
る
恵
那
市
民
の
会
の
奥
村
正
志
さ
ん

は
、
浅
い
と
こ
ろ
を
リ
ニ
ア
が
通
る
こ
と

で
「
騒
音
、
振
動
の
影
響
が
何
も
な
い
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
語
り
ま
し
た
。
調

査
の
様
子
を
見
て
い
た
地
域
の
住
民
も
集

ま
り
、
不
安
な
思
い
が
話
さ
れ
ま
し
た
。 

同
市
岡
瀬
沢
地
区
で
は
、
リ
ニ
ア
が
地

上
を
走
る
た
め
、
住
民
が
防
音
フ
ー
ド
の

設
置
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が

応
じ
て
お
ら
ず
、
住
民
ら
は
中
心
線
の
測

量
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。 

岡
瀬
沢
リ
ニ
ア
委
員
会
会
長
の
可
知
于

参
加
し
た
国
会
議
員
・
候
補 

も
と
む
ら
伸
子
、
高
橋
千
鶴
子
、
清
水

忠
史
・
各
衆
院
議
員
、
た
け
だ
良
介
、
井

上
さ
と
し
両
参
院
議
員
、
島
津
幸
広
前
衆

院
議
員 事

業
認
可
か
ら
５
年
、
大
規
模
な
環
境
破
壊
な
ど
様
々
な
問
題
が
噴
出
し
て
い
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
事
業
に
つ
い
て
、
現
場

の
声
を
聞
き
、
住
民
の
運
動
を
交
流
し
よ
う
と
日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
リ
ニ
ア
対
策
チ
ー
ム
と
東
海
・
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
が

１
９
日
か
ら
２
１
日
、
現
地
調
査
と
住
民
・
関
係
者
と
懇
談
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
（
懇
談
交
流
会
の
様
子
は
次
号
に
掲
載
） 

 

せ
ん
。 

岐
阜
県
リ
ニ
ア
を
考
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表
の
庄
司
善
哉
さ
ん
は
「
リ
ニ
ア
本

体
に
比
べ
、
断
面
が
小
さ
い
非
常
口
ト
ン

ネ
ル
で
も
陥
没
が
起
き
た
。
本
体
ト
ン
ネ

ル
は
さ
ら
に
難
し
い
工
事
に
な
る
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。 

山
口
ト
ン
ネ
ル
に
近
い
木
曽
川
の
河
川

敷
に
は
、
基
準
値
を
越
え
る
有
害
物
質
が

入
っ
た
土
（
要
対
策
土
）
の
置
き
場
が
作

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
近
く
に
は
飲
み
水
の

取
水
口
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

瑞
浪
市
の
日
吉
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
で

は
、
残
土
を
処
分
場
へ
運
ぶ
全
長
２
キ
ロ

に
わ
た
る
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
や
処
分
場
、

基
準
値
を
超
え
る
有
害
物
質
を
含
む
土
砂

の
仮
置
き
場
な
ど
を
調
査
し
、
住
民
と
懇

談
し
ま
し
た
。 

 

南
木
曽
町
で
は
、
勝
野
実
副
町
長
ら
と

懇
談
。
今
年
８
月
、
町
や
Ｊ
Ｒ
東
海
な
ど

４
者
で
、
工
事
の
安
全
や
水
道
水
源
確
保

な
ど
に
関
し
、
５
項
目
の
確
認
事
項
を
結

び
、
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て

も
別
途
文
書
で
確
認
し
て
い
く
と
し
て
い

ま
す
。 

リ
ニ
ア
ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
同
町
の
大

事
な
３
つ
の
水
源
が
枯
れ
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
勝
野
副
町
長
は

「
水
道
水
源
の
問
題
が
解
決
し
な
い
限

り
、
ゴ
ー
サ
イ
ン
は
出
せ
な
い
」
と
語
り

ま
し
た
。 

長
野
県 

残
土
置
き
場
計
画
に
不
信 

水

源
な
ど
町
と
Ｊ
Ｒ
な
ど
が
５
項
目
で
確
認

文
書 

 

も
と
む
ら
伸
子
衆
院
議
員
と
た
け
だ
良

介
参
院
議
員
は
１
９
日
、
長
野
県
豊
丘
村

と
南
木
曽
町
を
調
査
し
ま
し
た
。 

 

豊
丘
村
で
は
、
住
民
の
根
強
い
反
対
で
、

１
６
年
に
Ｊ
Ｒ
東
海
が
残
土
置
き
場
計
画

を
白
紙
撤
回
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、

別
の
場
所
で
計
画
が
あ
り
ま
す
。
原
章
さ

ん
は
「
住
民
の
声
を
聞
く
べ
き
だ
と
署
名

に
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。 

（
も
と
む
）
さ

ん
は
「
静
か
な

集
落
を
、
子
々

孫
々
ま
で
そ
の

ま

ま

残

し

た

い
。
そ
れ
が
住

民
の
思
い
」
と

話
し
ま
し
た
。 

陥
没
事
故
が

起
き
た
中
津
川

市
の
山
口
ト
ン

ネ
ル
非
常
口
工

事
現
場
で
は
、

事
故
の
際
に
、

「
ド
ー
ン
！
」

と
大
き
な
音
が

し
て
住
民
た
ち

は
び
っ
く
り
し

た

と

い

い

ま

す
。
同
ト
ン
ネ

ル
は
阿
寺
断
層

帯
を
通
り
、
阿

寺
断
層
帯
と
陥

没
事
故
と
の
関

係
が
心
配
さ
れ

ま
す
が
、
国
土

交
通
省
か
ら
の

説
明
は
あ
り
ま

tokaiblc@yb
b.ne.jp

 

2019年 
9月 26日 
第 2号 

中津川・山口トンネ

ル非常口の陥没現場 
日吉トンネル工事
のベルトコンベア 

 

 


